
（別紙４２－５）

R7 年 3 月 15 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：事業所内

実施日程：R7.3.15 ・ 昨今キャッシュレス化が進み目に見える現金を使用

実施内容：私たちの生活とお金 しない事で使い過ぎの危険性が高まっている事を

利用者数：11名 ふまえ、意識して貯蓄を行う重要性を伝えた

・ 本当に必要な「ニーズ」と欲しいもの「ウォンツ」の

違いを伝え何か購入する際にはニーズかウォンツかを

＜目的＞ 見極めて、ニーズを優先しウォンツは余裕のある時

・ 社会人として経済的に自立し、より良い暮らしを のみにするという考え方を持ってもらう事と、安易に

送るために、お金に関する正しい知識と判断力を 分割払いやリボルビング払いを利用する危険性を知

身につけること ってもらった

・ 分割払いやリボルビング払い等の、借金のリスクを ・ 皆真剣に聞いていた

知る ・ メモを取っている人も数名いた

＜成果＞

・ 改めて自分のお金の使い方の傾向を振り返る良い

機会となったようだった

金銭に関する問題は働いて生きていく限り切っても切れないものであり、就労継続に影を落としがちな一番の問題と

なりえるものです。今回の講習で、どのようにお金を使うのか、どういったことが金銭トラブルに繋がるのか、とても

わかり易く話をして頂き、利用者の皆さんも興味をもって話を聞かれました。

一度で終わらせるのではなく、継続的に行うことで更に効力を持たせることが出来ると考えられています。

・ 余ったお金を貯蓄に回すのではなく、先に貯蓄分を差し引いた残りを支出に使うという方法を試してみたい

・ アプリを利用した家計簿管理を行ってみたい

・ オートチャージは使い過ぎの危険があるので注意したい

・ （子供の）ゲームの課金は限度を決めて行う

・ クレジットカードを作成したいと思っていたが考え直そうと思った

連携先企業（担当者） 障害者就業・生活支援センターいちされん　センター長　西村拓士

利用者からの意見・評価

電話番号 043-307-5615 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 パレット新検見川 事業所番号 1210105258

住　所 千葉市花見川区南花園2-5-4須山ビル301 管理者名 菅野　真由美


